
自衛官募集相談員が防衛大学校を見学し見識を広める
募
集
の
た
め
の
広
報
活
動
に
援
助
・
協
力
を
委
嘱
さ
れ
た
一
般
の
方
々
で
、
公

し
た
パ
ネ
ル
展
示
や
、
学
生
綱
領
で
あ
る
「
廉
恥
・
真
勇
・
礼
節
」
の
文
字
を

修
」
を
支
援
し
た
。

幹
部
自
衛
官
を
目
指
す
若
者
を
育
成
す
る
防
衛
大
学
校
等
を
見
学
し
た
。

県
横
須
賀
市
に
あ
る
防
衛
大
学
校
と
そ
の
近
傍
に
あ
る
猿
島
を
訪
れ
た
。

活
す
る
学
生
舎
の
外
観
等
を
回
り
、
募
集
相
談
員
と
し
て
防
大
の
魅
力
を
伝
え

本
研
修
は
、
同
連
絡
会
が
自
衛
隊
に
関
す
る
知
識
の
向
上
と
更
な
る
募
集
協

い
て
担
当
者
か
ら
説
明
を
受
け
た
。
そ
の
後
、
卒
業
式
で
の
帽
子
投
げ
で
有
名

募
集
相
談
員
と
は
、
地
本
長
か
ら
自
衛
官
志
望
者
に
関
す
る
情
報
の
提
供
や

ま
ず
防
衛
大
学
校
の
本
部
庁
舎
内
に
お
い
て
、
学
生
の
訓
練
の
様
子
等
を
写

月
３
０
日
（
水
）、
自
衛
官
募
集
相
談
員
静
岡
県
中
部
連
絡
会
の
「
横
須
賀
研

当
日
は
、
望
月
富
士
夫
会
長
を
は
じ
め
２
９
名
の
会
員
が
参
加
し
、
将
来
の

力
意
欲
の
高
揚
を
目
的
と
し
て
毎
年
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
今
回
は
神
奈
川

な
記
念
講
堂
、
防
衛
大
学
校
の
歴
史
が
ひ
と
目
で
わ
か
る
資
料
館
、
学
生
が
生

立
中
学
校
に
１
名
基
準
で
募
集
に
協
力
し
て
い
る
。

刻
ん
だ
石
盤
、
ず
ら
り
と
並
ん
だ
在
籍
す
る
各
国
留
学
生
の
母
国
の
国
旗
に
つ

参
加
者
は
「
充
実
し
た
施
設
や
恵
ま
れ
た
環
境
で
勉
強
で
き
る
防
衛
大
学
校

ま
た
、
午
後
は
東
京
湾
に
あ
る
「
猿
島
」
に
船
で
移
動
し
、
明
治
時
代
に
東

京
湾
要
塞
の
ひ
と
つ
と
し
て
建
設
さ
れ
た
猿
島
砲
台
跡
等
を
見
学
し
た
。

ら
れ
る
よ
う
見
識
を
深
め
た
。

護衛艦「やまぎり」の体験航海

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
根
本
博
之
１
等
陸
佐
）
は
、
１
１

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
根
本
博
之
１
等
陸
佐
）
は
１
２
月

入
場
先
で
あ
る
三
菱
重
工
業
横
浜
工
場
へ
の
航
行
を
利
用
し
て
行
わ
れ
た
。

参
考
に
な
る
良
い
経
験
が
出
来
た
」
等
の
感
想
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

衛
官
志
望
者
や
協
力
者
等
６
名
を
引
率
し
参
加
し
た
。

進
出
に
も
理
解
を
深
め
て
い
る
様
子
で
あ
っ
た
。

備
や
各
種
の
装
備
品
を
見
学
し
た
。
艦
艇
で
勤
務
す
る
海
上
自
衛
官
の
や
る
べ

な
く
、
手
際
よ
く
こ
な
す
姿
が
見
ら
れ
る
と
と
も
に
、
航
行
中
は
横
須
賀
地
方

活
用
し
、
自
衛
隊
の
魅
力
を
よ
り
深
く
知
っ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
自
衛
官
を

こ
の
体
験
航
海
は
、
海
上
自
衛
隊
横
須
賀
基
地
か
ら
「
や
ま
ぎ
り
」
の
整
備

と
行
動
し
て
い
る
の
を
見
て
、
自
分
も
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
だ
っ
た
」「
将

２
日
（
金
）
に
行
わ
れ
た
護
衛
艦
「
や
ま
ぎ
り
」
の
体
験
航
海
に
、
県
内
の
自

最
後
に
、
艦
を
降
り
る
際
に
は
護
衛
艦
初
の
女
性
艦
長
で
あ
る
大
谷
２
等
海

総
監
部
の
隊
員
か
ら
艦
内
の
説
明
を
受
け
食
堂
や
艦
長
室
と
い
っ
た
艦
内
の
設

目
指
す
若
者
の
支
援
と
募
集
基
盤
の
拡
充
に
努
め
て
い
く
。

乗
艦
す
る
と
、
出
航
に
向
け
て
隊
員
が
そ
れ
ぞ
れ
与
え
ら
れ
た
役
割
を
無
駄

静
岡
地
本
は
、
今
後
も
こ
の
よ
う
な
現
場
に
直
接
触
れ
る
機
会
を
積
極
的
に

拡
充
と
熱
意
あ
る
志
望
者
の
確
保
に
努
め
て
い
く
。

周
囲
に
発
信
し
て
い
き
た
い
」
と
感
想
を
述
べ
た
。

静
岡
地
本
は
、
今
後
も
募
集
相
談
員
と
緊
密
に
連
携
を
図
り
、
募
集
基
盤
の

の
魅
力
を
充
分
に
理
解
で
き
た
の
で
、
今
回
得
た
も
の
を
募
集
相
談
員
と
し
て

参
加
者
か
ら
は
「
出
航
の
際
放
送
さ
れ
る
号
令
に
基
づ
き
隊
員
が
き
び
き
び

き
仕
事
を
間
近
で
見
た
参
加
者
た
ち
は
、
皆
興
味
深
い
様
子
で
あ
っ
た
。

佐
が
自
ら
見
送
り
を
実
施
す
る
姿
等
を
見
て
、
自
衛
隊
に
お
け
る
女
性
の
現
場

来
は
海
上
自
衛
官
と
し
て
艦
艇
勤
務
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
の
で
、
将
来
の


